
 

夏休みに行われた関ジモト大学の分析結果のご報告 
 

◇ オンラインセミナー「関ジモト大学２０２２ online」 
今年度は、昨年度に引き続きオンラインセミナーを実施した。関市で活躍する「せき・まちづ

くりＮＰＯぶうめらん」が主催する「関ジモト大学 online」の場をお借りして、関市内の１９

企業・事業所と、各企業のＳＤＧｓに関わる取り組みについての話を聞き、生徒が意見交換を行

った。 

 

◇ 生徒の感想（１年生）のワードクラウド 
 

 １年生の生徒が記入した感想（文章）を、テキストマイニングで分析し、特徴的な単語を抽出

すると以下のようになった。 

 
 まず、「食品ロス」という単語を追跡すると、「私たちもこんなことに気を付ける」という形の

記述が多く見られた。このことから、生徒にとって、食品ロスの問題が身近に感じられているこ

とが読み取れる。その背景として、関高校はキウイやドーナツ、ジビエなど食品関係の FRH 活動

が活発であり、1 年生はそれらを耳にする機会が多いということが考えられる。 

 次に、「働きやすい」という単語について追跡すると、「自分が働くときに、働きやすさという

観点を意識したい」という記述が見られ、この活動を自らの進路に生かそうとする姿が見て取れ

た。 

 最後に、「取り組む」という単語を追跡すると、身近な企業による実際の取り組みを知り、驚い

たという記述が多かった。これは、１年生の特徴として、「知る」「驚く」という語句のスコアが

大きくなっていることからも分かる。高校生になり、地元の企業や事業所に関して新たな発見が

できたと言える。 
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◇ 生徒の感想（２年生）のワードクラウド 
 

 ２年生の生徒が記入した感想（文章）を、テキストマイニングで分析し、特徴的な単語を抽出

すると以下のようになった。 

 
 １年生と同様に、まず「食品ロス」という語句を追跡すると、１年生の感想と比較して、より

具体的に課題解決に向かおうとする記述が目立ち、これまで学んだことを自分で活用しようとす

る姿勢が感じられた。この背景として、２年生は家庭科で食品ロスについて学んでおり、授業で

の活動がＦＲＨ活動に繋がっていることが考えられる。 

 次に、「働きやすい」という単語を追跡すると、「女性にとって働きやすい」という記述が多く

見られたことから、特にＳＤＧｓの５つ目の目標「ジェンダー平等」に関心を抱いている生徒が

多いことが読み取れた。 

 最後に、２年生の結果として特に特徴的であった「農業」「ja（JA）」という語句について追跡

すると、「JA めぐみのさんが農業以外の活動も行っている」ということが印象に残った生徒が多

いことが分かった。このことからも、２年生は「食」に関する事柄に特に関心を抱く生徒が多い

と考えられる。 

  



◇ 生徒の感想（１年生）の出現パターン 
 

 １年生の生徒が記入した感想（文章）を、テキストマイニングで分析し、今度は出現パターン

が似た語句を関連させて表示すると、以下のようになった。 

 
 まず、「思う」を中心としたグループが複雑に関連して広がっている。このことから、今回の講

座では、１年生の生徒が様々なことを知り、驚き、考えるきっかけになったのではないかと考え

られる。 

 また、ワードクラウドで取り上げた「取り組む」を含むまとまりに注目すると、食品ロスや農

業など、「食」に関する項目が目立つ。ここからも、FRH の活動として行っているキウイやドー

ナツ、ジビエなどの活動が１年生にも広まり、関心を集めていることが読み取れる。 

 

 

 

  



◇ 生徒の感想（２年生）の出現パターン 
 

 ２年生の生徒が記入した感想（文章）を、テキストマイニングで分析し、今度は出現パターン

が似た語句を関連させて表示すると、以下のようになった。 

 
 ２年生は、「農業」を中心としたまとまりが大きい。また、１年生と比較して具体的な取り組み

に関する言葉のまとまりが大きく、「フードバンク」「ja」など言葉の数も豊富になっている。こ

のことから、SDGｓについて知ることが中心であった１年生から、具体的な取り組みについて考

える２年生へと、学びが深まっているのではないかと期待できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪アンケート概要≫ 

回答総数 ： 740 

実施方法 ： Microsoft Forms を使用し、QR コードを提示して行った。 

 


